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革新的オンライン管理型心臓リハビリテーションシステムの研究開発

日本における心不全患者数は120万人以上と推定されており、高齢者に多い疾患であることから今
後もさらなる増加が見込まれている。心不全の大きな問題点としては再入院率が高いことが挙げられ、
日本では5人に2人が1年以内に再入院を経験する。心臓リハビリテーションを継続的に行い、患者の
心肺機能を改善することが再入院率を下げるために有効であることが報告されているが、通院下での
心臓リハビリテーションを実施できている患者はわずか1割未満に留まっているのが現状である。そ
の主な理由として、患者が高齢であるが故に頻回の通院が難しいことが挙げられる。

本研究開発では、患者宅に機器を設置し、医療施設から遠隔管理下で心臓リハビリテーションを行
うことができるシステムを開発する。これが実現することにより、最終的に患者は自宅での有効かつ
効率的なリハビリテーションが可能となり、今後増加する心不全患者の健康寿命の延伸、QOLの向上、
再入院率低下が期待される。

本研究開発は、大阪大学の医療機器開発のアントレプレナーを育成するジャパン・バイオデザイン
フェローシッププログラムを通して、医療現場の観察・ニーズ探索、ニーズの評価・選択、コンセプ
ト創出、ビジネスモデル検証等を実施した後に開始された。プログラム終了後、さらに臨床・事業化
の視点での検証、ならびにプロトタイプ作成・検証等を実施し、試作第一号機を完成させた。現在す
でに、この一次試作機を用いたフィージビリティスタディなどを行い、本機器を用いた在宅心臓リハ
ビリテーションの実施可能性、安全性、実施継続率を検証を終えている。

2019年度のAMEDに採択後、薬事申請に向けた治験を開始させており、社会実装に向けての準備
が進んでいる。

対象疾患：慢性心不全
知　　財：特許出願2件
市 場 性： 心不全患者は推定１２０万人以上で増加傾向。市場規模は4428億円。同様のニーズがあるアメリ

カにおける患者数及び市場は約5倍である。さらに運動療法の効果が認められている他疾患、透析
患者（32万人）、高血圧（1010万人）、糖尿病（316万人）、慢性閉塞性肺疾患（530万人）、
うつ病（111万人）への応用、それに伴う市場拡大の可能性あり。

企業との役割分担：大学発ベンチャー企業である「株式会社リモハブ」と共同研究を進めている。
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